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日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・はじまりの会・身体測定・避難訓練・りんごの会（保護者会）・こどもの日の行事・ファミリーデイ・就学勉強会（教育委員会）・就学勉強会（先輩お母さんの話）・運
動会・支援学級見学会・プール・ボディペインティング・川遊び・夏祭りごっこ・夜のお楽しみ会（年長児）・おじいちゃんおばあちゃんありがとうの日（敬老の日）・十
五夜・ハロウィンパーティー・おやじの会（父親懇談会）・ぽれぽれ相談会（講師の先生をお呼びしての懇談会）・公開療育・秋の親子遠足・秋を探そう・もちつき大会
（こども園の行事に参加）・クリスマス会・お正月遊び・親子体操・父子通園・陶器作り・節分・お店屋さんごっこ・ひなまつり・デコレーションパーティー・おわりの会

家族支援
・保護者会の開催（りんごの会）・父子通園・おやじの会
・普段の活動時のやりとり・活動後の振り返り・連絡帳でのやりとり
・適宜面談・電話相談

移行支援

・こども園や幼稚園との連携・地域の小学校の支援学級見学
・小学校への引き継ぎ・就学勉強会（教育委員会）・就学勉強会
（先輩お母さんの話）・就学先の種類の説明・就学相談の流れの説
明

地域支援・地域連携
・保健所（保健師）との連携・医療機関への情報提供・付き添い
・個別のケース検討のための会議・担当者会議への参加

職員の質の向上
・事業所内研修・事業所外研修・外部講師による活動へのアドバイ
ス・公開療育の実施・参加・活動前のミーティング・活動後の振り
返り

支　援　内　容

・健康状態の把握（目視ややりとりによる確認、連絡帳による前日の家庭での様子についての確認、こども園職員との園での様子の共有・身体測定）
・基本的生活スキルの獲得（活動の中での排泄・食事・着替え場面での日々の積み重ね）

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上（日頃の運動遊び（散歩や公園、サーキット、水遊び））などで運動機能を培うと共に、朝の会や帰りの会、机上活動（鉛筆やハサ
ミ、折り紙や季節の製作、カレンダー作りなど）で姿勢保持の時間を設け、楽しみながら座る時間が長くなり、保育者に褒めてもらうことでさらに意欲や自信に繋がるよう
支援している。
・ボディペインティングや粘土、スライム、新聞紙遊び、紙吹雪遊びなどの感覚遊びをする中で、手先を使ったり、様々な感覚や触覚に触れる機会を作っている。

本
人
支
援

・認知の発達と行動の習得（ルールのある遊びを行う中で、決まりの理解や集団で一緒にゲームに参加する経験、また勝って嬉しい達成感に加え、負けた時の悔しさ、そし
てその悔しい気持ちをコントロールする情緒面の成長を目指している）（・鬼ごっこ・風船バレー・転がしドッチボール・椅子取りゲーム・トランプなど）また、それらを
繰り返し行うことで、楽しみながら取り組み、気持ちを保育者に受け止めてもらうことで気持ちの切り替えや次への挑戦がしやすいよう支援している。・視覚的支援（絵
カードや写真、流れボードを用いて説明している。）の活用。

・言語の形成と活用（様々な体験を通して、物事の名前や言い方、意味を結び付けられるよう支援している。）・言語聴覚士からも活動や子どもへの関わり方のアドバイス
をもらっている。
・受容言語と表出言語の支援（他児とのやりとりの中で、保育者が間に入り、本児の気持ちを受け止めた上で他児の気持ちも伝え、他児への気持ちを代弁することで気持ち
を伝え方を示していく）・読み書き能力の向上のための支援（活動の中に絵本を取り入れて文字に親しんだり、朝の会や帰りの会の流れの発表を頼んだり、鉛筆で字を書い
たり、迷路をする活動を取り入れ、楽しみながら読み書きに触れられるよう支援している。）

・他者との関わり（人間関係）の形成（担当保育者との関係を深める中で、人への意識ややりとりに繋げる。）
・自己の理解と行動の調整（少人数での遊びの中で、自分の思いに気付き、保育者が仲介に入りながら、他児への伝え方や自分の行動の調整に繋げていく。）
・仲間づくりと集団への参加（安心できる環境を提供する中で、他児との仲を深め、少人数で失敗しにくい、もしくは失敗しても大丈夫な環境の中で、集団での経験を積み
重ねていく）

支援方針
・少人数の集団の中で運動遊びや感覚遊び、音楽遊びなど、豊かな経験を積み重ねる中で心身の発達を促します。
・保護者の皆様には、学びの場・育ちの場・くつろぎの場を提供し、ご家族への支援をします。
・こども園が隣接している施設のため、子育て全般の相談に応じられ、必要な情報を提供することができます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

”すべては子ども達のために　～ここに来て一緒に子育てしませんか？～”　1970年に光愛保育園（現光愛こども園）が設立され、多くのお子様や保護者の皆様との出会い
の中から「すべては子ども達のために」の合言葉がうまれました。そして2014年５月、子育てに悩むお父さん、お母さんと共に考え、サポートしたいという思いのもと、光
愛りんごハウスが誕生しました。光愛りんごハウスは、乳幼児期の発達に不安や心配のあるお子さまを対象に、親子での集団療育を提供し、一人ひとりのお子さまに合わせ
た個別支援計画に基づいて日常生活動作や遊びを習得し、集団生活への適応を進めるところです。りんごハウスの名前の由来：”子どもを囲んで、保護者と保育者が手を取
り合い、安心して共に育ち合う場所を”と保育園設立に奔走した初代園長　山下林子の設立の決意と、子ども達への熱い思いを忘れず、ずっと繋いでいこうと【林檎（林
子）の家】りんごハウスとしました。

事業所名 光愛りんごハウス 作成日支援プログラム


